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携帯・スマートホンはこちらから

友
の
会
だ
よ
り

「
毎
回
欠
か
さ
ず
来
て
る
よ
。
だ
っ
て

こ
こ
に
来
て
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り
す

る
の
が
楽
し
み
だ
も
の｣

。
今
年
90
歳
に

な
る
伊
藤
み
ち
子
さ
ん
が
笑
顔
で
語
る

「
健
康
カ
フ
ェ
」
。
人
来
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
太
白
・
西
部
Ⅱ

ブ
ロ
ッ
ク
が
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
外
部
か
ら
招
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
半
数
は
地
元
か
ら
。
３
月
は
地

域
の
友
の
会
員
で
も
あ
る
熊
谷
み
よ
子

さ
ん
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
、
歌
っ
た
り
タ
オ

ル
体
操
な
ど
で
身
体
を
動
か
し
た
り
し

ま
し
た
。

運
動
の
後
は
茶
話
会
。
仙
台
空
襲
の
経

験
談
や｢
私
の
健
康
法｣

な
ど
話
は
多
岐

に
広
が
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
時
間
と
な
り
、｢
ま
た
会
お
う
ね｣

と
言

っ
て
み
な
さ
ん
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

文
と
撮
影  

平
尾

伸
二
（
事
務
局
次
長
）

みなさんから紹介される｢私の健康法｣に、「それいいね」と笑顔があふれ

ます（写真中央が伊藤みち子さん）

み
ん
な
で
タ
オ
ル
体
操
で
背
伸
び
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今
年
も
楽
し
く
友
の
会
行
事
の
ス
タ
ー
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢

新
春
の
つ
ど
い｣

に
90
名
を
超
え
る
参
加

健
康
友
の
会
２
０
１
９
年
の
行
事
の

幕
開
け
と
な
る
「
新
春
の
つ
ど
い
」
は
１

月

26
日
、
長
町
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
友
の
会
会
員
・
民
医

連
職
員
・
来
賓
の
方
な
ど

90
名
を
超
え

る
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
藤
秀
夫
さ
ん(

郡
山
ブ
ロ
ッ
ク)

に

よ
る
「
さ
ん
さ
時
雨
」
の

踊
り
で
開
幕
。
仙
台
南
健

康
友
の
会
・
熊
谷
郁
夫
会

長
、
長
町
病
院
・
小
椋
公

樹
副
事
務
長
あ
い
さ
つ
、

来
賓
・
顧
問
の
紹
介
と
続

き
ま
し
た
。

第
二
部
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
仙
台
ロ
シ
ア
合

唱
団
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
会
場
に
こ
だ
ま
し

ま
し
た
。
箏
サ
ー
ク
ル

｢
和
音｣

は
初
出
演
。
春
ら

し
い
音
色
に
心
癒
さ
れ

る
ひ
と
時
で
し
た
。

「
さ
わ
や
か
班
」
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
は
会
場
を
ね

り
歩
き
、
参
加
者
も
い
っ

し
ょ
に
踊
り
ま
し
た
。

最
後
は
お
楽
し
み
抽

選
会
。
く
じ
の
番
号
が
読

新春らしい音色をかもし出す箏サークル｢和音(かずね)｣の演奏

テーブルごとの懇談は和気あいあいと

み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
「
当
た
っ
た
よ
！
」

の
歓
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
雰
囲
気
が
よ

く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
笑
顔
で
、
今
年
も
い
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

｢当たった!｣抽選会も盛り上がりました

仙台ロシア合唱団の歌声は会場にこだま

｢謎の美女｣も登場したさわやか班のフラダンス

熱演に参加者からも拍手と歓声が



新年度はこんな活動を！
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1、安心して住み続けられるまちづくりをめざし、地域住民のみなさん

とともに、健康、医療、福祉、介護を守る運動を展開しましょう。

2、平和・憲法・いのちとくらしを守るため、協力共同の運動をすすめ

ましょう。

3、地域と協力し、被災者に寄り添う復興支援の活動を進めましょう。

～友の会総会を開催します～

日時：４月１３日（土）13：30～16：00

      受付は 13：00 より

会場：

2019 年度のスローガン

●町内会など地域の団体とも協力し、医療講

座・健康講演会等に取り組みます。

●地域交流サロンを活用した、地域公開講座

など多様な活動を進めます。

●「お元気ですか訪問」を行い、地域に寄り添

い、お互いを支えあうことができる友の会

をめざします。

●各地域のブロックで、健康づくりを中心と

した楽しい友の会活動を展開していきま

す。

●楽しくやりがいのあるサークル活動をさら

に発展させていきます。
各ブロックで取り組んだ青空健康相談会

仙台南健康友の会第４３回総会を 4 月 13 日（土）に開催します。

一年間の友の会活動を振り返り、これからの一年間、どのようにして魅力ある

友の会活動を地域に広げていくかなど、交流したいと思います。みなさんぜひご

参加ください。
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  、 平成 30 年（2018 年）の仙台市内での特殊詐欺の被害件数は、139 件(前年は 212 件)、
被害金額は約 1 億 7600 万円（前年は約 2 億 8900 万円）と前年と比べて減少していま

すが、架空請求詐欺だけは横ばい状態で、依然として大きな被害が生じています。
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特殊詐欺の認知件数と被害金額

金額 件数

◆詐欺の種類と手口◆

〇オレオレ詐欺
息子・孫、警察官、デパート従業員、弁護士等に成りすまして電話でこんなウソ…

・「妊娠させ慰謝料を請求された」

・「逮捕した犯人があなたの偽造カードを持っている」

・「キャッシュカードを預かる、暗証番号を教えて」

・「〇〇デパートのものですが、あなたのカードを使っている人がいる」

〇架空請求詐欺
業者・公的機関等に成りすましてこんなメールかハガキが…

・「有料サイト料金が未納です」

・「料金未納に関する訴訟最終告知のお知らせ」等

・「支払いはコンビニで！電子マネーで！」

〇融資保証金詐欺
  業者に成りすまして会社・個人商店等にＦＡＸか電話でこんな勧誘…

    ・「低金利・無担保で融資」

    ・「事務手数料・保証金を支払ったら融資」

〇還付金詐欺
  区役所職員等の公的機関員に成りすまして電話でこんなウソ…

    ・「ＡＴＭで手続きができる、期限は今日まで」

    ・「スーパーのＡＴＭで手続きできる」

特殊詐欺を防ぐのは“相談”！！

〇 宮城県警察相談電話「＃９１１０」・消費者ホットライン「１８８」

                                                 記事提供・仙台市防犯協会連合会

件数
金額

(千円)
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新緑と温泉で目と身体の保養を

～友の会日帰り旅行のご案内～

日 時 ５月３１日(金)
午前９時２０分 岩手銀行長町支店前集合

午後４時ごろ帰着

行き先  作並温泉「La 楽 リゾートホテル グリーングリーン」
      〒989-3431 宮城県仙台市青葉区作並二橋５−１２

TEL：022 ( 395 ) 2011

参加費  ５，０００円（旅行傷害保険込み）

定  員  ３５名（定員になり次第、締め切らせていただきます）

お申し込みは友の会まで。電話 248-6702

(参加費は事前にお支払い願います)

（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）



初
め
ま
し
て
。
東
北
大
学
病
院
初

期
研
修
医
の
山
田
百
合
菜
で
す
。
長

町
病
院
に
て
一
カ
月
間
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
研
修
の
一
環
と
し
て

友
の
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
の
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
癒

さ
れ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
と
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
笑
い
ヨ
ガ
で
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
病

院
に
い
る
こ
と
が
多
い
私
は
、
ご
高

齢
の
方
が
思
い
切
り
笑
う
姿
を
な

か
な
か
見
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
皆
様
が
楽
し
そ
う
に
過
ご

さ
れ
、
特
に
笑
い
ヨ
ガ
で
の
手
を
た

た
い
て
大
声
で
笑
う
姿
は
心
に
響

き
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
が
協
力
し
合
い
こ
の
よ
う
な

会
を
開
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
の
笑

顔
と
心
豊
か
な
時
間
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
地
域
連
携
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
下

さ
っ
た
友
の
会
、
長
町
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
、
参
加
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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楽
し
み
が
ふ
く
ら
む

班
会
に

          

金
剛
沢
班

金
剛
沢
は
、
楽
し
く
た
め
に
な

っ
た
と
思
え
る
活
動
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
偶
数
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
前
回
ま
で
土
曜
の
午

前
、
長
町
病
院
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
佐
伯
由
紀
子
さ
ん
に｢

専
属

講
師｣

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

テ
ー
マ
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
前
回
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

体
操
の
テ
ー
マ
で
長
町
病
院
元

看
護
部
長
の
長
澤
絹
代
さ
ん
に

依
頼
。
今
回
か
ら
第
三
木
曜
日
の

午
後
に
開
催
す
る
こ
と
に
。
つ
ば

さ
薬
局
の
湯
村
淳
子
さ
ん
に
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
、
「
資
料
が
く
わ
し
く
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」
「
日
頃
の
疑

問
が
晴
れ
ま
し
た
」｢

納
得
し
ま

し
た｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
次
回
の
テ
ー
マ
も
さ
っ

そ
く
出
さ
れ
、
楽
し
み
が
ふ
く
ら

ん
だ
班
会
と
な
り
ま
し
た
。

髙
橋

保
至
（
金
剛
沢
班
）

大
正
琴
の
音
色
に

心
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き

       

若
林
ブ
ロ
ッ
ク

２
ヵ
月
に
１
回
開
催
の
若
林

ブ
ロ
ッ
ク
お
食
事
交
流
会
は
、
２

月

25
日
に
若
林
老
人
憩
い
の
家

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
手
づ
く

り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
舌
鼓
を
打
っ

た
後
は
太
白
区
郡
山
の
大
正
琴

グ
ル
ー
プ｢

す
み
れ
会｣

の
演
奏

を
聴
き
ま
し
た
。

す
み
れ
会
は
全
国
大
会
に
も

出
場
す
る
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で

す
。
大
正
琴
に
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル

ト
・
テ
ナ
ー
・
バ
ス
が
あ
る
と
の

説
明
に
、
み
ん
な
「
へ
ぇ
～
」
と

感
心
。｢

北
国
の
春｣

な
ど
の
演
奏

に
聴
き
入
り
、
最
後
は
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
が
出
て
応
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
心
が
洗
わ
れ

ま
し
た
」
「
元
気
が
出
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
、
大
変
好

評
で
し
た
。
初
め
て
の
方
も
２
名

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
回
は

４
月
の
予
定
で
す
。

平
間

止
（
若
林
ブ
ロ
ッ
ク
）

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
に

    ｢

楽
し
い
！｣

の
声

         

茂
庭
台
班

年
２
回
開
催
し
て
い
る
茂
庭

台
班
会
が
２
月

28
日
茂
庭
台
５

丁
目
北
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

（
認
知
症
予
防
運
動
）
」
、
講
師
は

渡
辺
建
寿
さ
ん
。
お
話
し
の
中
に

「
元
気
で
長
生
き
す
る
５
ヶ
条
」

①
つ
な
が
る
こ
と
（
積
極
的
に
い

班から、ブロックから

ろ
い
ろ
な
場
に
参
加
し
つ
な
が

り
を
も
つ
）
②
運
動
す
る
こ
と

（
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
）

③
学
ぶ
（
興
味
を
も
っ
た
こ
と
、

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
）
④
感

謝
す
る
こ
と
（
何
か
し
て
頂
い
た

ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
）
⑤

与
え
る
こ
と
（
人
が
喜
ぶ
こ
と
を

す
る
、
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
す

る
）
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
１
つ
目

２
つ
目
と
指
を
折
り
な
が
ら
「
家

に
帰
っ
た
ら
忘
れ
そ
う
ー
！
」
と

言
い
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
か
た

む
け
て
い
ま
し
た
。
輪
に
な
っ
て

手
足
を
動
か
す
認
知
症
予
防
運

動
を
し
て
、
最
後
は
２
個
の
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
を
全
身
使
っ
て
投
げ

合
い
ま
し
た
。「
楽
し
い
！
」
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

村
上

奈
保
子
（
事
務
局
次
長
）

笑顔があふれる班会に

大正琴に合わせてみんなで歌いました

東
北
大
学
病
院

か
ら
研
修
に
見
え
て

い
る
山
田
百
合
菜
医

師
か
ら
、
２
月

14
日

の
四
郎
丸
落
合
班
会

の
感
想
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

山
田
医
師

ボールの投げあいは盛り上がりました
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地域交流サロン・サークル活動 掲 示 板

◎ 地域公開講座

月   日 テーマ お話しされる方

3 月 28 日（木） 終活あれこれ
大場 達子さん

（みやぎ生協プリエ案内センター）

４月 25 日（木） 介護保険の利用法
髙橋 直美さん

（介護支援専門員・長町地域包括支援センター）

5 月 23 日（木） ｢無料低額診療｣って何？ 長町病院 社会福祉士

６月２８日（金） 老人施設の種類と選び方 長町病院 介護支援専門員

時間：14：00～15：30。会場：よしの亭。6 月は長町病院北棟ホール

時間はいずれも午後１時から  会場はよしの亭  入場は無料

◎ お茶っこ会

    毎週火曜日 10：00～12：00

    （奇数月の第二火曜はお休み）

  よしの亭にて

  次回のレクレーション企画は、4 月 9 日、

紙芝居です。どなたでも参加できます。

◎ こどもふらっと塾（無料塾）

  学校の宿題などを持ち寄り、みんなで楽しく勉強

します。小学生･中学生が対象です。学生ボランティ

アが参加します。

毎月第 3土曜日 10：00～12：00

    よしの亭にて   ※事前にご連絡ください

    3 月は 16日、4月は 20日、5月は 18 日

｢オムツの選び方｣をテーマに地域公開講座

毎月開催の｢地域公開講座｣。テーマが多彩で

｢ためになる｣と好評です。

２月 28 日は「大人のオムツの選び方」という

テーマで、吉田美智子さん（ユニチャーム東北 宮

城・山形専任アドバイザー）にお話ししていただ

きました。

尿とりパッドや紙おむつを使いながらの説明

は、とてもわかりやすかったです。参加者からは

家族が使うオムツで悩んでいることや介護の体

験など多くの意見・質問が寄せられました。

「お店に行くと種類が多くて迷いますが、今日

の話はとても参考になりました」などの感想が寄

せられました。

映画サークル、これからの予定

月 日 題    名 上映年 出   演

4 月 15 日（月） 青い山脈 1949 年 原節子、池辺良 他

5 月 20 日（月） 猿の惑星 1968 年 チャールトン・ヘストン 他

6 月 17 日（月） あ ん 2015 年 樹木希林 他

7 月 22 日（月） 太陽がいっぱい 1960 年 アラン・ドロン 他

歩こう会の当面の予定

◎4 月 26 日（金）

大國神社（青葉区芋沢）

◎5 月 17 日（金）

山寺（山形県）

◎6 月 18 日（火）

定義山

くわしくは友の会にお問い合わせください。

実
物
を
使
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明



230 号 (8)                                       会員 5,204 人（2 月末現在）                        2019 年 3 月 12 日

     
今
年
も
花
粉
が
飛
散
す
る
時
期
に
な
り
、
花
粉

症
の
症
状
が
あ
る
方
々
に
と
っ
て
は
辛
い
期
間

に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
や
国
民
４
人
に
１
人
は
花

粉
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
に
つ
い
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
飛
散
傾
向

や
花
粉
対
策
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

【
今
シ
ー
ズ
ン
の
花
粉
飛
散
傾
向
（
ス
ギ+

ヒ

ノ
キ

北
海
道
は
シ
ラ
カ
バ
花
粉
）】

今
春
の
花
粉
飛
散
量
は
、
例
年
比
で
み
る
と
、

東
北
か
ら
近
畿
で
や
や
多
い
地
方
が
多
く
、
中
国

地
方
で
は
多
い
見
込
み
で
す
。
四
国
は
例
年
並
み

で
、
九
州
は
例
年
並
み
か
多
め
と
な
り
そ
う
で

す
。
北
海
道
は
例
年
を
下
回
る
予
測
で
す
。
一
方

で
、
前
シ
ー
ズ
ン
と
比
べ
る
と
、
北
海
道
か
ら
関

東
甲
信
、
東
海
は
少
な
い
傾
向
で
す
が
、
北
陸
で

は
多
い
か
、
や
や
多
い
見
込
み
で
す
。
秋
田
県
で

は
前
シ
ー
ズ
ン
の
飛
散
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

前
シ
ー
ズ
ン
と
比
べ
て
「
非
常
に
多
い
」
予
測
で

す
。前

シ
ー
ズ
ン
の
花
粉
の
飛
散
量
は
、
全
国
的
に

例
年
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
前
シ
ー
ズ
ン
の

特
徴
と
し
て
、
ヒ
ノ
キ
花
粉
の
飛
散
量
が
多
い
傾

向
が
あ
り
、
東
京
で
は
ヒ
ノ
キ
花
粉
が
過
去

10

年
で
最
も
多
く
飛
散
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
（
例
年
比
約

4.9
倍
、
２
０
１
７
年
シ
ー
ズ

ン
比
約
４
倍
の
飛
散
量
。
日
本
気
象
協
会
の
観
測

地
点

調
べ
）
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
予
測
に
向
け
て
花

芽
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ノ
キ
の
花
芽
の
生

育
が
前
シ
ー
ズ
ン
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
の
ヒ
ノ
キ
花
粉
の

飛
散
量
は
前
シ
ー
ズ
ン
よ
り
少
な
い
と
予
測
さ

れ
る
よ
う
で
す
。

【
花
粉
の
多
い
と
き
は
い
つ
？
】

ス
ギ
花
粉
は
、
飛
散
が
始
ま
っ
て
７
日
か
ら

10
日
後
く
ら
い
か
ら
花
粉
の
量
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
後
４
週
間
程
度
が
花
粉
の
多
い

時
期
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
期
間
内
に
晴
れ
て
気
温
が
高
い
日
、
空

気
が
乾
燥
し
風
が
強
い
日
、
雨
上
が
り
の
翌
日

や
気
温
の
高
い
日
が
２
～
３
日
続
い
た
後
の

よ
う
な
天
気
に
な
る
と
、
花
粉
が
特
に
多
く
な

り
ま
す
。

【
花
粉
の
多
い
時
間
帯
は
？
】

ス
ギ
花
粉
が
多
く
な
る
時
間
帯
は
、
そ
の
日

の
気
象
条
件
や
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
昼
前
後
と
日
没
後
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
気
温
が
上
が
っ
て
午

前
中
に
ス
ギ
林
か
ら
飛
び
出
し
た
花
粉
が
数

時
間
後
に
都
市
部
に
到
達
す
る
た
め
と
、
上
空

に
上
が
っ
た
花
粉
が
日
没
後
に
地
上
に
落
下

し
て
く
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
花
粉
症
対
策
紹
介
】

●
マ
ス
ク
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
！

が
あ
る
と
き
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
は
要

注
意
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
よ
る
刺
激
が
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を
悪
く
し
て
し
ま
う
事

も
あ
り
ま
す
。

●
う
が
い
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
！

外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
ま
ず
、「
う
が
い
」

を
し
ま
し
ょ
う
。
鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
奥
に
付

飲
み
薬
や
点
眼
・
点
鼻
薬
な
ど
を
使
い
分
け

ま
す
。

花
粉
症
の
治
療
薬
に
は
、
病
院
で
出
し
て
も

ら
う
医
療
用
医
薬
品
と
薬
局
な
ど
で
処
方
せ

ん
な
し
で
買
え
る
一
般
用
医
薬
品
が
あ
り
ま

す
。種

類
と
し
て
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
が
あ
り
、
副
作
用
で
眠
く
な

っ
た
り
、
の
ど
が
渇
い
た
り
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
主
流
に
な
っ
て
い
る
薬
は
比
較

的
、
眠
気
な
ど
が
出
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
個
人
差
が
あ
る
の
で
服
用
後
に
は
車
の
運

転
は
控
え
る
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
前
立
腺
肥
大
や
排
尿
障
害
の
あ
る

方
、
緑
内
障
の
方
は
お
使
い
に
な
れ
な
い
薬
も

あ
り
ま
す
。

他
に
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
、
通
院
治
療
中
の

方
は
飲
み
合
わ
せ
な
ど
に
注
意
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

花
粉
症
の
症
状
の
出
方
や
重
症
度
は
、
人
に

よ
っ
て
異
な
り
、
薬
の
効
果
に
も
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

症
状
が
出
る
前
か
ら
、
薬
に
よ
る
花
粉
症
の

初
期
療
法
を
始
め
て
い
る
と
、
症
状
の
発
症
を

遅
ら
せ
、
飛
散
シ
ー
ズ
ン
中
の
症
状
を
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
初
期
療
法
は
早
期
に
症
状
を
改
善
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
、
結
果
と
し
て
、
処
方
さ
れ

る
全
体
の
薬
の
量
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。病

院
で
検
査
を
受
け
、
き
ち
ん
と
診
断
を
受

け
て
、
あ
な
た
に
合
っ
た
治
療
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つばさ薬局長町店

春です、花粉症にご注意を

マ
ス
ク
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
吸
い
込
む
花
粉

の
量
を
約
３
分
の
１
～

６
分
の
１
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
特
に
鼻
の
症
状
が
気
に
な
る
方
に
効

果
的
で
す
。

顔
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
な
い
と
横
に
隙
間

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
花
粉
が
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
出
来
る
だ
け
顔
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
も
の
を

選
ぶ
こ
と
が
、
花
粉
を
ガ
ー
ド
す
る
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

●
メ
ガ
ネ
で
花
粉
を
ガ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
！

メ
ガ
ネ
は
、
花
粉
を
寄
せ
付
け
な
い
有
効
な
グ

ッ
ズ
で
す
。
メ
ガ
ネ
を
使
用
し
な
い
場
合
に
比

べ
て
、
通
常
の
メ
ガ
ネ
で
も
目
に
入
る
花
粉
量

は
お
よ
そ

40
％
減
少
し
、
防
御
カ
バ
ー
の
つ

い
た
花
粉
症
用
の
メ
ガ

ネ
で
は
お
よ
そ

65
％
も

減
少
し
た
と
い
う
実
験

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
花
粉
症
の
症
状

着
し
た
花
粉
は
、
粘
膜

の
働
き
で
の
ど
の
方
へ

と
送
ら
れ
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
の
ど
が
イ
ガ

イ
ガ
し
て
し
ま
い
ま

す
。風

邪
の
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
な
く
、
う
が
い
の

習
慣
を
続
け
て
の
ど
の
花
粉
を
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う
。

●
上
手
に
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
！

花
粉
飛
散
時
期
、
１
時
間
換
気
し
た
際
に
部

屋
に
入
っ
て
く
る
花
粉
の
数
は
な
ん
と
１
０

０
０
万
個
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
マ
ン
シ
ョ
ン
一
戸
の
場
合
）

換
気
は
、
開
窓
の
幅
を

10
cm
程
度
に
す
る

こ
と
が
コ
ツ
で
、
さ
ら
に
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン

を
使
用
す
る
と
、
侵
入
す
る
花
粉
を
約
４
分
の

１
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
換
気
時
間
を
短
く
し
こ
ま
め
な
掃
除

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
治

療

薬
】

現
在
の
と
こ
ろ
、
花
粉
症
を
完
全
に
治
す
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
を
軽
く
す
る
た
め
に



友の会会費納入のお願い
友の会の活動は、おもに会員のみなさん

からの会費によって成り立っています。

  悪政で国民生活が圧迫される中恐縮です

が、納入にご協力願います。  

  郵便局から振り込まれる方は、下記の口

座にお願いします。

口座番号  ０２２７０－２－２４６０

  加入者名  仙台南健康友の会
            

※郵送の方で納入がまだの方には、振込用

紙を同封しています。

また、友の会室でも納入を受け付けてお

ります。

なお、経済的事情等で納入が

困難な方には「免除制度」も

ございますので、友の会にご

相談ください。
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で
鶴
や
亀
、
寿
な
ど
の
文
字
を
書

き
ま
す
。
米
粒
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

挟
み
、｢

人
生
に
花
が
咲
き
ま
す
よ

う
に｣

と
願
い
な
が
ら
花
の
絵
を

描
い
て
い
ま
す
。

震
災
で
住
ま
い
を
失
い
、
２
年

前
か
ら
長
町
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

に
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
い
っ
し
ょ

に
な
る
方
々
に
作
品
を
あ
げ
る
こ

と
が
生
き
が
い
だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
作
品
で
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
楽
し
み
で

す
。『
友
の
会
だ
よ
り
』
に
載
せ
て

も
ら
っ
た
時
は
嬉
し
く
て
、
余
分

に
い
た
だ
い
て
配
っ
て
い
ま
す
。

命
あ
る
限
り
続
け
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
す
菊
地
さ
ん
で
す
。

※

11
ペ
ー
ジ
に
菊
地
さ
ん
の
作
品

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

豆や米に絵を描く達人、友の会にも届け

てくださる菊地力治さんを紹介します。

毎
日
の
よ
う
に
笑
顔
で
友
の
会

室
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
る
菊
地

力
治
さ
ん
は
、
今
年

90
歳
を
迎
え

ま
す
。

出
身
は
気
仙
沼
市
。
も
と
も
と
は

貝
殻
や
石
、
サ
ン
ゴ
。
銀
な
ど
を
、

ブ
ロ
ー
チ
や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
に
し
て
販
売
す
る
職

人
で
し
た
。
目
を
患
っ
た
こ
と
で
辞

め
た
後
は
、
大
豆
や
米
な
ど
に
絵
を

描
き
始
め
ま
し
た
。

「
マ
メ
で
達
者
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
、
細
い
筆

その○40 菊地
き く ち

力
りき

治
じ

さん
（太白区長町）

いつも笑顔を絶やさな

い菊地力治さん

｢

９
条
改
憲
ノ
ー
！｣

署
名
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
餅
つ
き

復興への願い込めもちつき
震災からの復興事業に取り組む NPO・つなセン（つなが

りデザインセンターあすと長町）があすと長町地域の３ヵ所

の復興住宅で開催している｢あすと食堂｣。仙台白百合女子大

学や高齢者配食サービス・ほっと亭などが持ち回りで担当し

ています。

  2 月 23 日はほっと亭の担当で、第三住宅で餅つき。近所

の子どもたちも参加し、「よいしょ～！」と元気に声を上げ

ながら、餅をつきました。みんなでついたお餅を雑煮にした

り、きなこ・くるみ・あんこにまぶしたりして食べました。

｢

安
倍
政
権
に
よ
る
９
条
改
憲
ノ
ー
！

３
千
万
署
名｣

は
、
毎
週
水
曜
日
お
昼
に

岩
手
銀
行
前
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
寒

い
中
、
足
を
止
め
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
９
条
改
憲
に
執
念
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。
戦
争
は
最
大
の
健
康
破

壊
。
「
日
本
を
再
び
戦
争
す
る
国
に
さ
せ

な
い
」
「
自
衛
隊
を
戦
地
に
送
ら
な
い｣

の

声
を
署
名
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
署
名
用
紙
は
友

の
会
室
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

署
名
で
対
話
も
進
み
ま
す
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◆
活
動
の
様
子
が
い
き
い
き
と

   

佐
々
木

勝
（名
取
市
植
松
）

「
友
の
会
だ
よ
り
」
は
上
質
の

紙
で
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
、
明
る
い

誌
面
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
各
班
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
様
子
が
い
き
い
き
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

◆
名
取
の
図
書
館
が
新
し
く

小
泉

貞
子
（太
白
区
柳
生
）

新
し
く
な
っ
た
名
取
の
図
書
館

に
。
太
白
区
図
書
館
よ
り
近
い
の

で
、
た
ま
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
仙
台
の
図
書
館
も
歩
い

て
い
け
る
よ
う
に
い
っ
ぱ
い
で
き

て
ほ
し
い
で
す
。
こ
ど
も
も
高
齢

者
も
、
い
つ
も
行
っ
て
ほ
っ
と
で

き
る
空
間
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
配
達
し
て
く
れ
る
方
に
感
謝

清
野

清
子(

太
白
区
西
多
賀
）

友
の
会
だ
よ
り
、
い
つ
も
楽
し

く
隅
か
ら
隅
ま
で
何
回
も
読
み
直

し
て
い
ま
す
。
配
達
し
て
く
れ
る

会
員
さ
ん
に
も
感
謝
で
す
。

◆
司
会
者
の
ト
ー
ク
が
素
晴
し
く

平
井

静
子
（太
白
区
上
野
山
）

う
た
ご
え
喫
茶
で
は
い
つ
も
楽

し
い
時
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
感

謝
で
す
。
健
康
で
参
加
が
自
分
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。
何
よ
り
司
会
者

の
ト
ー
ク
が
素
晴
し
く
、
時
間
の

経
つ
の
が
早
い
で
す
ね
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
投
書
の
名
に
親
近
感
が

   

今
野

邦
夫(

太
白
区
郡
山)

「
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
方
々
に
ご
近
所
さ

ん
の
住
所
の
方
が
い
る
の
を
見
つ

け
る
と
、
凄
く
親
近
感
が
わ
き
ま

す
。
も
し
こ
の
私
の
ひ
と
こ
と
が

掲
載
さ
れ
た
ら
、
親
近
感
を
持
た

れ
る
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

◆
歩
こ
う
会
が
楽
し
み

   

福
原

幸
（太
白
区
大
谷
地
）

昨
年
は
歩
こ
う
会
で
浦
戸
諸
島

探
訪
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
も
歩
こ
う
会
へ
の
参

加
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
皆
様
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
保
健
部
で
の
活
動
が
私
の
青
春

   

小
島

よ
し
子
（太
白
区
長
町
）

お
た
よ
り
を
読
ん
で
昔
の
思
い

出
が
懐
か
し
く
、
初
め
て
応
募
し

ま
し
た
。
友
の
会
で
は
保
健
部
で

元
市
議
の
舩
山
由
美
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
ス
ー
パ
ー
で
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
等
、
い
っ
し
ょ
に
活

動
し
た
頃
が
私
の
青
春
か
な
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
す
み
れ
会
も
活
躍
し

て
い
る
よ
う
で
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。

主
的
な
活
動
」
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、「
そ
れ
は
や
は
り
時

間
外
労
働
で
し
た
。
」
と
、
国
が
認

め
た
こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
時
間
外
労
働
の
上
限
を

「
１
ヵ
月
原
則

45
時
間
」
と
し
な

が
ら
、
時
間
外
手
当
は
出
さ
な
い

と
言
う
。
国
は
こ
の
矛
盾
を
ど
の

よ
う
に
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
教
員
の
長
時
間
過
密
労
働
を

解
決
す
る
に
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
少
な
す
ぎ
る
教
員
を
増
や
す

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
１
学
級

定
員
を

35
人
以
下
に
す
る
こ
と

で
す
。

◆
パ
ズ
ル
は
頭
の
体
操
に

秋
保

隆(

太
白
区
秋
保
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

パ
ズ
ル
は
頭
の
体
操
に
と
て
も
楽

し
く
解
け
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
ま
し
た
。
友
の
会
だ
よ
り

は
字
が
大
き
く
て
読
み
や
す
く
、

写
真
も
き
れ
い
で
と
て
も
い
い
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆
署
名
突
破
よ
か
った

  

相
馬

勝
廣(

太
白
区
長
町)

「
女
川
原
発
の
再
稼
動
の
是
非

を
問
う
県
民
投
票
条
例
署
名
」
、
法

定
数
の
大
幅
な
突
破
よ
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
に
感
謝

!!

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

◆
入
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

    

加
藤

祐
司
（太
白
区
桜
木
町
）

１
月
に
友
の
会
だ
よ
り
を
い
た

だ
き
、
内
容
が
楽
し
く
各
ブ
ロ
ッ

ク
が
活
発
に
行
動
し
て
い
る
活
動

に
心
を
動
か
さ
れ
て
、
私
も
入
会

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
早
く
健

康
で
、
元
の
姿
に
戻
る
よ
う
に
、

日
々
リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
皆
様
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

◆
ま
た
挑
戦
し
ま
す

天
野

清
子
（
太
白
区
八
木
山
本
町
）

昨
年
健
康
友
の
会
に
入
会
し
ま

し
た
。
「
う
た
ご
え
喫
茶
」
に
参
加

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
参

加
し
て
み
た
ら
１
０
０
人
ほ
ど
の

大
人
数
、
音
程
は
高
く
つ
い
て
い

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
挑
戦
し

て
み
ま
す
。

◆
親
友
に
見
習
い
私
も

青
木

貴
美
子
（
太
白
区
日
本
平
）

親
友
と
久
し
く
連
絡
を
取
ら

ず
、
年
賀
状
だ
け
の
交
際
と
な
っ

た
。
今
年
は
な
ん
と
「
辺
野
古
」
で

「
反
対
！
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る

ら
し
い
。
ま
ね
で
き
な
い
し
、
え

ら
い
な
と
思
う
。
私
も
何
か
が
ん

ば
り
た
い
な
あ
。

◆
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

   

新
井

幹
枝
（太
白
区
金
剛
沢
）

初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。
友
の

会
だ
よ
り
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
サ
ー
ク
ル
や

班
活
動
を
通
し
て
背
中
を
押
さ

れ
、
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
が
予
定
さ
れ
、
き
び

し
い
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
平
和

と
命
を
守
る
活
動
の
輪
が
ま
す
ま

す
広
が
る
と
よ
い
で
す
ね
。

◆
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
も

永
浦

郁
（太
白
区
三
神
峰
）

長
町
ブ
ロ
ッ
ク
の｢

特
殊
詐
欺

に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に｣
を
読

み
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
高
齢
者

は
、
と
き
ど
き
そ
れ
ら
し
き
電
話

が
あ
り
ま
す
。
記
事
の
ご
意
見
を

参
考
に
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
教
員
増
や
し
少
人
数
学
級
を

髙
橋

愛
一
郎
（
太
白
区
長
町
南
）

国
が
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
案
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

教
員
の
時
間
外
労
働
は
認
め
ら
れ

ず
、
勤
務
時
間
外
の
勤
務
は
「
自
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（
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
続
き
）

◆
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に

   

大
久
保

ト
ヨ(

太
白
区
緑
ヶ
丘)

毎
回
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
に
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
解
い
て
い
ま
す
。
今
年

の
運
だ
め
し
も
兼
ね
ま
し
た
。

◆
何
か
始
め
た
い

   

三
澤

正
子
（太
白
区
太
白
）

初
め
て
届
い
た｢

友
の
会
だ
よ

り｣、

隅
々
ま
で
読
み
ま
し
た
。
仕

事
も
卒
業
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
得
て
何
か
始
め
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
サ
ー
ク
ル
で
充
実
し
た
日
々

白
石

啓
子(

太
白
区
長
町
南)

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
約
半

年
。
ご
飯
を
冷
凍
し
、
食
事
は
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
一
人
分
の
み
。
ま

っ
た
く
気
楽
だ
。
毎
日
ほ
と
ん
ど

カ
ー
ブ
ス
と
い
う
運
動
施
設
に
通

い
、
会
話
に
も
こ
と
欠
か
な
い
。
歩

く
の
が
好
き
な
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
に
入
会
し
、
楽
し
く
歩

い
て
い
る
。
あ
あ
そ
う
そ
う
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ろ
と
い
う

メ
ス
の
犬
も
い
っ
し
ょ
。
友
の
会

の
う
た
ご
え
喫
茶
、
映
画
、
歩
こ
う

会
に
も
参
加
し
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

わ
た
し
の
作
品

◆
サ
ー
ク
ル
で
の
会
話
楽
し
み

    

伊
藤

義
勝
（太
白
区
長
町
）

仙
台
南
健
康
友
の
会
に
は
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
み
な

さ
ん
と
会
話
な
ど
で
き
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。
サ
ー
ク
ル
の
皆

様
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
～

!!

◆
パ
ズ
ル
が
お
気
に
入
り
に

  

笹
川

玲
奈
（青
葉
区
本
町
）

友
の
会
パ
ズ
ル
が
気
に
入
り
ま

し
た
。
な
の
で
ま
た
違
う
パ
ズ
ル

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
班
会
で
手
話
の
勉
強

安
斎

文
子(

太
白
区
緑
ヶ
丘)

お
楽
し
み
班
会
で
手
話
で
お
正

月
の
歌
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
手
話

が
勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◆
健
康
が
続
く
限
り
参
加

早
坂

美
和
子(

太
白
区
袋
原)

地
域
公
開
講
座
は
た
め
に
な
り

ま
す
。
映
画
サ
ー
ク
ル
も
楽
し
み

に
し
て
ま
す
。
健
康
が
続
く
限
り

で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
で
す
。

◆
う
た
ご
え
喫
茶
が
楽
し
み

佐
藤

の
ぶ(

太
白
区
西
中
田)

う
た
ご
え
喫
茶
、
で
き
る
限
り

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
パ
ワ
ー
を
い
っ
ぱ
い

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

菊
地

力
治(

太
白
区
長
町) 

色
紙
絵

荒
木

優
子(

太
白
区
門
前
町)

絵
手
紙

藤田 洋子(太白区鹿野本町) ちぎり絵

相
原

和
子

(

太
白
区
長
町)

ち
ぎ
り
絵

菅
原

和
恵(

太
白
区
八
木
山
弥
生
町)

絵
手
紙



前
号
の
パ
ズ
ル
へ
の
ご
応
募
が
、
な
ん

と

80
通
近
く
と
な
り
ま
し
た
。
当
選
者

が
い
つ
も
の
倍
の

20
名
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
応
募
の
多
さ
に
驚
き
、

ま
た
感
激
し
て
い
ま
す
。
添
え
ら
れ
た
声

を
「
私
の
ひ
と
こ
と
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
べ
て
を

取
り
上
げ
る
こ
と
は
到
底
で
き
ず
、
大
変

恐
縮
で
す
。

な
お
、
今
号
よ
り
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
変
え
、
写
真
を
思
い
切
っ
て
大
き
く
し

ま
し
た
。
雰
囲
気
が
よ
り
伝
わ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
）
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▼
前
回
の
答
え

「
カ
ガ
ミ
モ
チ
（
鏡
餅
）
」

応
募
の
き
ま
り

☆
ハ
ガ
キ
に
、
答
え
、
氏
名
、
住

所
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ひ
と
こ
と

お
書
き
添
え
い
た
だ
き
、
表
記

友
の
会
ま
で
。

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

通
信
は
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら

10
名
様
に

図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

〆
切
は
４
月

20
日
（
当
日
消
印

有
効
）

当

選

者

◎
相
原

と
し
ゑ(

太
白
区
鹿
野
本
町
）

◎
新
井

幹
枝(

太
白
区
金
剛
沢
）

◎
浅
野

裕
美(

太
白
区
鹿
野
本
町
）

◎
石
森

多
美
子(

太
白
区
鹿
野
）

◎
板
橋

教
子(

若
林
区
南
染
師
町
）

  

◎
伊
藤

義
勝(

太
白
区
長
町
）

◎
神
崎

信
江(

太
白
区
郡
山
）

◎
興
野

秀
子(

太
白
区
諏
訪
町
）

◎
齋
藤

久
枝(

太
白
区
茂
ケ
崎
）

◎
笹
川

玲
奈(

青
葉
区
本
町
）

◎
鈴
木

次
男(

太
白
区
中
田
町
）

◎
髙
橋

啓
子(

太
白
区
青
山
）

◎
千
葉

昭
子(

太
白
区
羽
黒
台
）

  

◎
寺
崎

光
子(

太
白
区
西
中
田
）

◎
長
澤

晶
子(

太
白
区
長
町
南
）

  

◎
那
須

ま
ゆ
み(

太
白
区
長
町
）

◎
西
海

枝
章(

太
白
区
西
中
田
）

◎
平
嶋

正
人(

泉
区
長
命
ケ
丘
）

◎
松
平

と
よ
子(

太
白
区
向
山
）

◎
山
岸

文
子(

太
白
区
恵
和
町)

◎
１
月
号
の
パ
ズ
ル
は

78
名

の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。
抽
選
に
よ
り
左
記
の

方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。
今
回
は
新
春
ス

ペ
シ
ャ
ル
に
つ
き

20
名
で
す
。

（
敬
称
略
）

「友の会だより」が

｢審査委員特別賞｣受賞！

｢友の会だより｣が全国新

年号機関紙コンクールで｢審

査委員特別賞｣を受賞しまし

た。多くの会員さんの声が反

映されていることが評価さ

れたようです。会員の皆様に

心から感謝申し上げます。

編
集
後
記

Ａ
～
Ｇ
ま
で
の
文
字
を
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は

〔
ヨ
コ
の
カ
ギ
〕

①
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
数
量

デ
ー
タ
。
国
会
で
は
信
ぴ
ょ
う
性

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
能
登
半
島
の
あ
る
県
。

⑦
札
幌
に
隣
接
し
空
港
が
あ
る
市
。

⑨
住
む
と
こ
ろ
。
住
居
。

⑩
あ
る
職
務
に
就
い
て
い
る
期
間
。

⑫
部
屋
を
足
元
か
ら
暖
め
る
〇
〇

暖
房
。

⑬
大
統
領
は
プ
ー
チ
ン
氏
の
国
。

⑮
「
父
帰
る
」
な
ど
を
著
し
た
作
家

は
〇
〇
〇
寛
。

〔
タ
テ
の
カ
ギ
〕

①
自
分
が
現
に
い
る
こ
の
土
地
。
こ

の
地
方
。
当
所
。
「
ご
○
○
○
ソ

ン
グ
」
。

②
文
字
の
列
を
そ
ろ
え
る
た
め
に

紙
上
に
引
く
線
。

③
英
語
で
ド
ク
タ
ー
。

④
「
誰
も
い
な
い
海
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
で
知
ら
れ
る
ポ
ッ
プ
デ
ュ
オ
。

⑥
旧
国
名
の
ひ
と
つ
。
現
在
の
山
梨

県
に
あ
た
り
ま
す
。

⑧
「
兎
に
角
」
と
も
書
き
ま
す
。

⑪
距
離
の
単
位
。
メ
ー
ト
ル
の
千

倍
。

⑫
冬
に
降
る
も
の
で
す
。

⑭
「
〇
〇
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
」

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

友
の
会
パ
ズ
ル

①     E ② ③ ④

⑤     A ⑥

⑦ ⑧     F ⑨  G

⑩  C     B ⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑮     D

解答欄

当選者はホームページ上では

非公開にしています。


